
【２次関数のグラフの平行移動】

※ ｙ＝ａ(ｘ－ｂ)２＋ｃ のグラフは、ｙ＝ａｘ２のグラフをｘ軸方向に＋ｂだけ、ｙ軸

方向に＋ｃだけ、平行移動したものであることを観察します。
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［概 要］

ｙ＝ａ(ｘ－ｂ)２＋ｃ のグラフは、ｙ＝ａｘ２のグラフをｘ軸方向に＋ｂだけ、ｙ軸方

向に＋ｃだけ、平行移動したものであることを見てみましょう。

まず、ａ、ｂ、ｃ に整数を入力して、２次関数 ｙ＝ａ(ｘ－ｂ)２＋ｃ を確定します。

ｙ＝ａｘ２のグラフをｘ軸方向に＋ｂだけ、ｙ軸方向に＋ｃだけ、平行移動し、

ｙ＝ａ(ｘ－ｂ)２＋ｃ のグラフと重なる様子を観察します。

このとき、この２つのグラフは形も広がりも同じで、位置だけが異なったものであるこ

とに注意して見てみましょう。


